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	応用
	抗原情報
	背景
	クラスII主要組織適合遺伝子複合体転写活性化因子（CIITA）ホモ・サピエンス この遺伝子は、酸性転写活性化ドメイン、4つのLRR（ロイシンリッチリピート）、およびGTP結合ドメインを持つタンパク質をコードしています。このタンパク質は核内に局在し、クラスII主要組織適合遺伝子複合体遺伝子の転写の正の調節因子として機能し、これらの遺伝子の発現における「マスター制御因子」と呼ばれています。このタンパク質はまたGTPにも結合し、GTP結合を利用して核への輸送を促進します。核内に入るとDNAに結合せず、むしろ内因性のアセチルトランスフェラーゼ（AT）活性を利用してコアクチベーターのような働きをします。この遺伝子の変異は、裸リンパ球症候群II型（遺伝性MHCクラスII欠損症またはHLAクラスII欠損複合免疫不全症とも呼ばれる）、関節リウマチ、多発性硬化症、そしておそらく心筋疾患への感受性増加と関連付けられている。CIITAの欠陥は、裸リンパ球症候群2型（BLS2）[MIM:209920]の原因である。BLS2は、早期に発症する重篤な複合免疫不全症である。本疾患は、恒常的およびインターフェロンγ誘導性MHC II発現の重大な欠陥、抗原刺激に対する細胞性および体液性T細胞応答の欠如、低ガンマグロブリン血症、および抗体産生障害を特徴とする。その結果、ウイルス、細菌、真菌による感染に対して極めて感受性が高くなります。,機能：HLAクラスIIプロモーターの転写活性に必須であり、活性化は近位プロモーターを介して行われます。in vitro翻訳されたCIITAのDNA結合は検出されませんでした。近位MHCクラスIIプロモーターに結合する因子、転写機構の要素、またはその両方と接触することにより、タンパク質間相互作用を介してコアクチベーター様の作用を示す可能性があります。あるいは、MHCクラスIIプロモーターに結合するタンパク質を改変することにより、HLAクラスII転写を活性化する可能性があります。,オンライン情報：CIITA変異データベース,類似性：1つのNACHTドメインを含みます。,類似性：4つのLRR（ロイシンリッチ）リピートを含みます。,サブユニット：ZXDAおよびZXDCと相互作用します。,
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	CIITA抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

